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きノ♭ミえヽま

今日、ディーゼル自動車等から排出される微小粒子状物質が社会問題となっ

ており、国及び大阪府においてもその削減対策が緊急の課題となっております。

本府では、上記の削減対策に資することを目的として、平成 12年 12月より

「浮遊粒子状物質調査」を実施し、大気環境中の微小粒子状物質の実態把握及

び発生源寄与率の解析等に利用すべくデータの収集を行っております。

本報告書は平成 15年度に実施した調査結果をとりまとめたものです。関係各

位におかれまして、今後の微小粒子状物質削減対策の推進に本報告書を活用し

ていただければ、甚だ幸いに存じます。

なお、この調査にあたって、浮遊粒子状物質の採取等にご協力いただきまし

た関係市ならびに関係機関に対し、厚く御礼申し上げます。

平成 16年 12月

大阪府環境情報センター

所長  松 尾 明



次

1 調 査概要 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

1-1 調 査名称 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

1-2 調 査 目的 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

1-3 調 査内容 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

1-3-1 調 査地点 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

1-3-2 分 析項 目 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

1-3-3 調 査期間 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

1-3-4 調 査実施機関 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

2 試 料採取方法及び分析方法 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

2-1 試 料採取方法 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 9

2-1-l LVに よる浮遊粒子状物質 (SPM)の採取 ・ ・・・・・・ 9

2-1-2 Anに よる粒径別の粒子状物質 (PM)の採取 ・・・・・・ 9

2-2 分 析方法 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 9

2-2-l SPM(PM)・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 9

2-2-2 金 属類 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 10

2-2-3 イ オン成分 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 11

2-2-4 炭 素成分 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 12

2-2-5 多 環芳香族炭化水素類 ・・・・・・・・・・・・・・・ 13



3.調 査結果及び考察 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・。 14

3-l SPM濃 度及び SPM中 の成分分析結果 ・・・・・・・・・・・・ 14

3-1-l SPM濃 度 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 14

3-1-2 金 属類 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 16

3-1-3 イ オン成分 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・42

3-1-4 炭 素成分 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 53

3-1-5 多 環芳香族炭化水素類 ・・・・・・・・・・・・・・・ 59

3-1-6 平 成 14年度 との比較 ・・・・・・・・・・・・・・・・ 64

3-2 PMの 粒径別濃度及び PM中 の粒径別成分分析結果  … … … 68

3-2-l PM濃 度 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 69

3-2-2 金 属類 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 72

3-2-3 イ オン成分 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 97

3-2-4 炭 素成分 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・106

3-2-5 多 環芳香族炭化水素類 ・・・・・・・・・・・・・・・H0

4.ま とめ ・・・・・●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●114

参考資料 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・。115



調査概要

:-1 調 査名称

平成 15年度浮遊粒子状物質調査

1-2 調 査目的

大阪府域における浮遊粒子状物質による大気の汚染状況の実態の把握及び

解析を行うことにより、発生源からの粒子状物質 (特に、自動車等の移動発

生源からの微小粒子状物質)の 排出削減対策に資することを目的とした。

1-3 調 査内容

大阪府域の調査地点にローボリウムエアサンプラー (以下「LV」 と記す。)

とアンダーセンサンプラー (以下 「An」 と記す。)を 設置して粒子状物質を

採取し、その濃度を測定するとともに、粒子状物質中の金属類、イオン成分、

炭素成分等についても分析を行った。

1-3-1 調 査地点

(1)LV設 置地点 (8地 点)

①一般環境測定局

大阪府環境情報センター (大阪市東成区中道 1362)

茨木市役所 (茨木市駅前 3-813)

八尾市役所 (八尾市本町 111)

富田林市役所 (富田林市常盤町 11)

高石市公害監視センター (高石市高師浜4-1-26)

②自動車排出ガス測定局

高槻市役所 (高槻市桃園町 21)

カモ ドールMBS(高 石市西取石 6Hl)

東大阪市環境衛生検査センター (東大阪市西岩田332)

(2)An設 置地点 (2地 点)

①一般環境測定局

大阪府環境情報センター

②自動車排出ガス測定局

東大阪市環境衛生検査センター

以上の調査地点の位置を図 131か ら図 139に 示した。
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自動車排出ガス測定局

高石市公害監視セユ

高槻市役所

●

大阪府環境情報セ:

図 1-3-1  調 査地点



図 1-3-2 大阪府環境情報センター

図 1-3-3 茨 木市役所
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図 1-3-4 八 尾市役所

図 1-3-5 富 田林市役所
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図 1-3-6 高 石市公害監視センター

図 1-3-7 高 槻市役所
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図 1-3-9 東 大阪市環境衛生検査センター



1-3-2 分 析項目

(1)浮 遊粒子状物質及び粒子状物質濃度

LVに より採取 した浮遊粒子状物質 (以下 「SPMJと 記す。)及 びAnに

より採取 した粒径別の粒子状物質 (以下 「PMJと 記す。)の 濃度。

(2)金 属類 (50項 目)

へ
｀
リリウム(Be)、ナトリウム(Na)、マク

゛
ネシウム(Mg)、アルミニウム(Al)、カリウム(K)、カルシウム(Ca)、

スカンシ
゛
ウム(Sc)、チタン(Ti)、ドナデウム(V)、クロム(Cr)、マンがン(M■)、鉄(Fe)、コだ

ルト(Co)、ニッケル(Ni)、銅 (Cu)、亜鉛 (Zn)、がリウム(Ga)、ケ
゛
ルマニウム(Ge)、ヒ素

(As)、 セレン(Se)、 ストlIンチウム(Sr)、 イットリウム(Y)、 モリフ
゛
テ
゛
ン(Mo)、 金艮(Ag)、 カト

゛
ミ

ウム(Cd)、スス
゛
(Sn)、アンチモン(Sb)、テルル(Te)、セシウム(Cs)、アヽ

゛
リウム(Ba)、ランタン(La)、

セリウム(Ce)、 フ
°
ラセオシ

゛
ム(Pr)、 ネオシ

゛
ム(Nd)、 サマリウム(Snl)、 ユーロヒ

°
ウム(Eu)、 力

゛
卜
゛
リ

ニウム(Gd)、テルヒ
゛
ウム(Tb)、シ

｀
スフ

°
llシウム(Dy)、ホルミウム(Ho)、エルヒ

゛
ウム(Er)、ツリウム(Tm)、

イヽソテルヒ
゛
ウム(Yb)、ルテチウム(Lu)、タングステン(W)、タリウム(Tl)、鉛 (Pb)、ビスマス(Bl)、

トリウム(Th)及びウラン(U)。

(3)イ オン成分 (9項 目)

塩化物イオン(Cl)、亜硝酸イオン(N02)、硝酸イオン(N03) 硫ヽ酸イオン(S042) ナヽトリ

ウムイオン(Nal)、アンモニウムイオン(NH4+)カ`リウムイオン(K)、マグネシウムイオン(Mg2)及びかシウム

イオン(Ca2-)。

(4)炭 素成分 (3項 目)

全炭素(TC)、 元素状炭素 (EC)及 び有機性炭素 (OC)。

(5)多 環芳香族炭化水素類 (4項 目)

ギンソ
゛
[a]ピレン(BaP)、ギンソ

゛
[b]フルオランテン(BbF)、へ

゛
ンソ

゛
[k]フルオランテン(3kF)及び

へ
゛
ンソ

゛
[ghi]へ

°
リレン(BghiP)。

1-3-3 調 査期間

調査は、平成 15年 4月 から平成 16年 3月 まで実施 した。試料採取期間

は表 131の とおりである。

表 1-3-1 平 成 15年 度浮遊粒子状物質調査における試料採取期間

平成 15年 4月 8日 ～22 日 平成 15年 10月 14日 ～28 日

平成 i5年 5月 i3日 ～ 27 日 平成 15年 11月 11日 ～25日

平成 15年 6月 10日 ～24 日 平成 15年 12月 2日 ～16日

平成 15年 7月 8日 ～22日 平成 16年 1月 13日 ～26日

平成 15年 8月 12日 ～26 日 平成 16年 2月 10日 ～24日

平成 15年 9月 10日 ～ 24日 平成 16年 3月 9日 ～ 23 日



なお、Anに よる試料採取は、平成 15年 4月 、7月 、10月及び平成 16

年 1月 にのみ実施 した。

1-3-4 調 査実施機関

(1)試 料採取担当

関係市担当課室 (表 卜3-2)及 び大阪府環境情報センター環境科学室分

析課

(2)分 析担当

大阪府環境情報センター環境科学室分析課

表 卜3-2 試 料採取の各市担当課室

調査地点 関係市担当課室

高槻市役所 高槻市環境部環境管理室環境保全課

茨木市役所 茨木市環境部環境保全課

八尾市役所 八尾市環境部環境総務室

富田林市役所 富田林市総務部生活環境室

高石市公害監視センター

カモ ドールMBS

高石市総務部環境防災課

東大阪市環境衛生検査センター 東大阪市環境部公害対策課



2

2-1

試料採取方法及び分析方法

試料採取方法

2-1-l LVに よる浮遊粒子状物質 (SPM)の採取

石英繊維ろ紙 (HOmmφの円形にカット)を LVに 装着し、毎分 20Lの流

量で大気を 14日間連続吸引し、ろ紙上にSPMを採取した。

ろ  紙 |ア ドバンテック東洋社製 OR-100

機  種 1新宅機械製作所製 S2形

電  源 I AC100V 200W

2-1-2 Anに よる粒径別の粒子状物質(PM)の採取

石英繊維ろ紙 (80mmφの円形にカット)を アンダーセンサンプラー (図

211参 照)の 各捕集板に装着 し、毎分 283Lの 流量で大気を 14日間連続

吸引 し、各ろ紙上に粒径別に PMを 採取 した。

ろ  紙 |ア ドバンテック東洋社製 OR-100

機  種 1東京ダイレック社製 AN200

粒径範囲 104-1l μ m

粒径分級 18ステーシ
・
及びハ

・
ックアッフ

・
フィルターに分級

ステーシ
・
0(1l μm以 上)

ステーシ
'1(70～

1l μm)

ステーシ
・
2(47～ 7 0μm)

ステーシ
・
3(3.3～4.7μm)

ステーシ
・
4(21～ 3 3μm)

ステーシ
・
5(1.1～2.lμm)

ステーシ
・
6(07～ 1 lμm)

ステーシ
'7(04～

0 7μm)

ハ
・
ックアッフ

・
(0 4μm未 満)

2-2 分 析方法

2-2-l SPM(PM)

気温 20℃、相対湿度 50%の 条件下で恒量となったろ紙について、試料の

採取前後に電子天秤 (メトラーたし製 AT261 Delta Range)で0 1mgの単位

まで秤量を行った。試料採取前後の重量差と採気量とからSPM(PM)濃 度

(μg/m3)を算出した。

第 or贅

第 1 段

第 2`贅

第 3 ,

第 4段

第 5 殷

第 6 段

嬌 ' 段

バ ックア ンブ

フィリレター

ミクロン以上

7 0 - : ミ クロン

4 7 - 7 0 ミ クロン

3 3 - 4 7 ミ クロン

2 1 - 3 3 ミ クロン

||-21ミ ク0ン

0 6 5 - | | ミ クr lン

0 4 3 - 0 5 1 ミクロン

043ミ タロン以下

図2卜 1ア ンダーセンサンプラーの構造と粒径分級



2-2-2 金 属類

金属類は、マイクロウェーブ分解装置 (マイルス トーン社製 ETHOS900)

を用いて前処理を行い、誘導結合プラズマ質量分析法 (ICP MS法)で 定量

した。

試料採取 した石英繊維ろ紙の 1/4を専用の分解容器に入れ、フッ化水素

酸 3mし、硝酸 5mL及び過酸化水素水 (30%)lmLを 加え、密栓 して、マイクロ

ウェーブ分解装置で約 45分 間分解処理を行った。

冷却後、容器を開け、内容物、ふた等を温水で洗浄 しながら、テフロン

ビーカに移 し入れた。 ビーカ内の溶液をホットプ レー ト上で乾固寸前まで

加熱 した後、硝酸 (2+98)で残査を溶解洗浄 し、ろ紙(No 53)でろ過 した後、

ポリメチルペンテン (PMP)製 の全量フラスコで 25mL定容としたものを

ICP MS法による測定に供 した。ICP MS法による金属類の測定条件を表 221

に示 した。

ICP MS法による測定結果と採気量より金属類の大気中濃度 (ng/m3)を算

出した。

表 2-2-1 1CP― MS法 による金属類の測定条件

機種

RF周 波数

RF出 力

キャリアーAr力
'ス

カif言

フ
・
ラス

'マ
Ar力り流量

サンフ
°
リンク

・
深さ

測定元素 (質量数)

内標準元素(質量数)

横河アナリテ ィカルシステムズ社製 Agi ent7500

27 12 MHz

1 4 k‖

1 0 L/min

16 L/min

8 0 mm

Be(9)、 Na(23)、 Mg(24)、 AI(27)、 K(39)、 Ca(43)、

Sc(45)、 TI(47)、 V(51)、 Cr(53)、 Mn(55)、 Fe(56)、

Co(59)、NI(60)、Cu(63)、Zn(66)、Ga(69)、Ge(72)、

As(75)、Se(82)、Sr(88)、Y(89)、Mo(95)、Ag(107)、

Cd(111)、 Sn(118)、 Sb(121)、 Te(125)、 Cs(133)、

Ba(137)、 La(139)、 Ce(140)、 Pr(141)、 Nd(146)、

Sm(147)、 Eu(153)、 Gd(157)、 Tb(159)、 Dy(163)、

Ho(165)、 Er(166)、 Tm(169)、 Yb(172)、 Lu(175)、

W(182)、 TI(205)、 Pb(208)、 BI(209)、 Th〈232)、

U(238)

in(115)



2-2-3 イ オン成分

イオン成分は、イオンクロマ トグラフ法で定量 した。

試料採取 した石英繊維ろ紙の 1/4を 200mLのビーカに入れ、超純水 50mL

を加え、20分間超音波抽出を行った。

ビーカ内の溶液をディスポーザブルフィルター (ミリポア社製 MILLEX GV、

孔径 0 22μm)で ろ過後、ろ液をイオンクロマ トグラフ (ダイオネクス社製

DX 320A)法による測定に供 した。イオンクロマ トグラフ法によるイオン成

分の測定条件を表 222及 び表 223に 示 した。

イオンクロマ トグラフ法による測定結果と採気量よリイオン成分の大気

中濃度 (μg/m3)を算出した。

表 2-2-2 イオンクロマトク
・
ラフ法による陰イオン成分の測定条件

分離カラム     lonPac AS17

ガー ドカラム    lonPac AG17

溶離液       15mM水 酸化カリウム溶液

オー トサプレッサー I ASRS―Ultra

流量        1 0 mL/mln

サンプル量     125μ L

検出器       1電 気伝導度検出器

表 2-2-3 イオンクロマトク
・
ラフ法による陽イオン成分の測定条件

分離カラム     lonPac CSi2A

ガー ドカラム    l lonPac CG12A

溶離液       1 20mMメ タンスルホン酸水溶液

オー トサプレッサー I CSRS―U tra

流量        1 0 mL/min

サンプル量     125μ L

検出器       1電 気伝導度検出器



2-2-4 炭 素成分

炭素成分は、熱分解法 (窒素炭素分析装置)で 定量 した。

試料採取 した石英繊維ろ紙の 1/16を 2枚切 り取 り、うち 1枚は直接、窒

素炭素分析装置 (住化分析センター社製 NC 900、以下 「NC計Jと 記す。)

による測定に供 し、全炭素量を定量 した。残 りの 1枚は、電気炉内で 350℃

で 10分間加熱処理をした後、NC計 による測定に供 し、元素状炭素量を定量

した。有機性炭素量は、全炭素量と元素状炭素量との差として算出した。

NC計 による炭素成分の測定条件を表 224に 示 した。

NC計 による測定結果と採気量より炭素成分の人気中濃度 (μg/m3)を算

出した。

表 2-2-4 窒 素炭素分析装置による炭素成分の測定条件

還元炉温度

助燃ガス

助燃ガス流量

パージ時間

反応炉温度

燃焼時間

分離カラム

カラム温度

キャリアーガス

キャリアーガス流量

検出器

検出器電流値

測定時間

540℃

高純度酸素

500 mL/min

60秒

830℃

90秒

シリカゲル充填カラム

70℃

高純度ヘ リウム

80 mL/min

熱伝導度検出器(TCD)

160 mA

240秒



2-2-5 多 環芳香族炭化水素類

多環芳香族炭化水素類は、溶媒抽出後、高速液体クロマ トグラフ法 (以

下 「IPLC法」と記す。)で 定量 した。

試料採取 した石英繊維ろ紙の 1/8を 20mLの共栓付試験管に入れ、ジクロ

ロメタン20mLを加え、30分 間超音波抽出を行った。

数分間静置後、他の共栓付試験管に抽出液を約 15mL分取 し、5%水 酸化

ナ トリウム溶液 5mLを加え、約 1分間激 しく撹拌 した。数分間静置後、上

層部の水酸化ナ トリウム溶液を取 り除いた。

ジクロロメタン層 10mLを試験管に分取 し、窒素気流中 (45℃)で 溶媒の

大部分を揮散させた後、一定量 (1～2mL)の アセ トニ トリルを加え、10分

間超音波により内容物を溶解 した。この溶液をディスポーザブルフィルタ

ー (ミリポア社製 MILLEX R LG、孔径 0 20μm)で ろ過後、ろ液をⅡPLC法

による測定に供 した。HPLC法による多環芳香族炭化水素類の測定条件を表

225に 示 した。

HPLC法による測定結果と採気量より環芳香族炭化水素類の大気中濃度

(ng/m3)を算出した。

表 2-2-5 HPLC法 による多環芳香族炭化水素類の測定条件

機種     1横 河アナリティカルシステムズ社製 Ag lentl100

分離カラム  I VYDAC R[VERSE P‖ ASE C18

(長さ25cm×内径 4.6mm×5μm)

カラム温度   40℃

移動相    |ア セ トニ トリル78%十 水 22%

流量      1 0 mL/min

検出器    1蛍 光検出器 (FLD)

励起波長   I Ex 365nm

測定波長    I Em 410nm

2-2-6 定 量下限値

各成分の定量下限値は、ブランク溶液あるいは低濃度溶液を 5～10回測

定 して得られた標準偏差 (σ)の 10倍相当濃度を環境大気中濃度に換算 し

た値を用いた。



3 調 査結果及び考察

3-l SPM濃 度及びSPM中の成分分析結果

3-1-l SP‖ 濃度

LVに より採取したSPMの測定結果を表 311及 び図 3-11に 示した。

SPMは概して、夏季は低く、冬季と春季に高いという結果が得られた。ま

た、測定地点別では、一般環境測定局 (以下 「一般局」と記す。)に 比べて

自動車排出ガス測定局 (以下 「自排局」と記す。)の 方が高い値を示す傾向

がみられた。

SPMはいずれの測定地点でも2月 または3月 に最大値を示したが、例年発

生する春先の黄砂の影響によるものと考えられた。
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3-l-2 金 属類

SPM中の金属類の分析結果を測定地点ごとに表 3121か ら表 3128に

示 した。また、分析を行った 50元 素のうち 15元素について、濃度の経月

変化を表 3-129か ら表 3卜 223及 び図 3-121か ら図 31215に 示 し

た。

以下に、15元素についての結果を述べる。

(1)ア ルミニウム (Al)(表 31-2-9及 び図 3121)

Alは 、全地点において 7月 または 8月 の夏季に最小値を示 し、3地 点を

除いて 3月 に最大値を示 した。特に、3月 のデータは他の月のデータに比べ

て極端に高い値を示 したが、これは黄砂の影響によるものと考えられる。

また、4月 にも比較的高い値を示 したが、これも黄砂の影響によるものと考

えられる。なお、Alは 一般局と自排局とで顕著な濃度差はみられなかった。

(2)チ タン (Ti)(表 3-1210及 び図 3-1-22)

Tiは 、Alと ほぼ同様の挙動を示 し、全地点において 6～8月 に最小値を

示 し、2～3月 に最大値を示 した。また、黄砂の影響を受け、4月 にも比較

的高い値を示 した。なお、Tiは 平均値を比較すると、一般局に比べて自排

局の方が若干高濃度であった。

(3)バ ナジウム (V)(表 31-211及 び図 312-3)

Vは 、概ね 1月 に最小値を示 し、6地 点において 4月 に最大値を示 した。

また、Vは 昨年度と同様、高石市公害監視センター及びカモ ドールMBS(い

ずれも高石市内)で 高い値を示す傾向がみられたが、これは、近傍の臨海

部にある石油精製工場に由来するものと考えられる。

(4)ク ロム (Cr)(表 3-1-212及 び図 3124)

Crは 、概ね 8月 に最小値を示 し、5月 、2月 に高い値を示 した。各地点間

での経月変化にあまり共通点は見受けられなかった。また、Crは 一般局と

自排局とで顕著な濃度差がみられなかった。

(5)マ ンガン (Mn)(表 31213及 び図 3-12-5)

Mnは 、7月 、8月 に低い値を、4月 、2月 、3月 に黄砂の影響とみられる

高い値を示 した。なお、Mnは 一般局と自排局とで顕著な濃度差はみられな

かった。

(6)鉄 (Fe)(表 3-1-2-14及び図 3-卜26)

Feは 、前述の Al、Tiや Mnと ほぼ同様の挙動を示 した。3地 点を除いて 7

月に最小値を示 し、全地点において 3月 に最大値を示 した。なお、Feは 平

均値を比較すると、一般局に比べて自排局の方が高濃度であった。



(7)ニ ッケル (Nl)(表 312-15及 び図 3-127)

Niは 、2地 点を除いて 5月 に最小値を示 し、概ね 4月 に最大値を示 した。

Niは Vと 同じく、高石市公害監視センター及びカモ ドールMBSで 高い値

を示す傾向がみられたが、これは、近傍の臨海部にある石油精製工場に由

来するものと考えられる。

(8)銅 (Cu)(表 3-卜216及 び図 3-1-28)

Cuは 、概ね 9月 または 1月 に最小値を示 し、H月 、2月 に高い値を示 し

たが、各地点間での経月変化にはあまり共通点は見受けられなかった。ま

た、Cuは 一般局に比べて自排局の方が明らかに高濃度であったが、これは、

アスベス トの代替品として自動車のブ レーキシューに多 く用いられている

素材として用いられている Cuが 、摩耗によって飛散 し、沿道大気に影響を

及ぼしたことが原因の 1つ と思われる。

(9)亜 鉛 (Zn)(表 3-卜2-17及び図 3-129)

Znは 、7月 の夏季に低い値を示 し、2月 の冬季に最大値を示 した地点が多

かった。また、Znは 一般局と自排局とで顕著な濃度差はみられなかった。

(10)ヒ 素 (As)(表 31218及 び図 3-1-2-10)

Asは 、1地点を除いて 8月 に最小値を示 し、全地点において 2月 または 3

月に最大値を示 した。また、Asは 全体的に大阪府環境情報センターで他の

地点に比べて高 く、特に 3月 には極端に高い値を示 したが、これは、近傍

にある一般廃棄物焼却場等に由来する Asが検出されたことが原因の 1つ と

思われる。

(11)セ レン (Se)(表 31-2-19及 び図 3-12H)

Seは 、8月 から H月 に低い値を示 し、概ね 2月 に最大値を示 した。Seは
一般局と自排局とで顕著な濃度差はみられなかった。概ね、各地点間での

経月変化に共通点が見受けられた。

(12)銀 (Ag)(表 31220及 び図 3卜 212)

Agは 、概ね 4月 から7月 までは低濃度で、9月 に最大値を示 した。また

Agは 、ほとんど毎月、東大阪市環境衛生検査センターで他の地点に比べて

極端に高い値を示 した。昨年度も同様の傾向がみられたが、これは近傍に

所在する銀の回収再生事業所からの排ガスの影響によるものと思われる。

なお、東大阪市環境衛生検査センター以外の地点では、極端な高濃度は検

出されなかった。



(13)カ ドミウム (Cd)(表 31221及 び図 31213)

Cdは 、 1地 点を除いて 7月 から9月 の夏季に最小値を示 し、2月 に最大

値を示 した。また、Cdは 一般局と自排局とで顕著な濃度差はみられなかっ

た。

(14)ア ンチモン (Sb)(表 31222及 び図 31214)

Sbは、概ね 8月 から9月 の夏季に低い値を示 し、11月に高い値を示 した。

Sbは一般局に比べて自排局の方が明らかに高い値を示 したが、これは Cuと

同様、アスベス トの代替品として自動車のブ レーキシューに多 く用いられ

ている素材に含有 した Sbが 、摩耗によって飛散 し、沿道大気に影響を及ぼ

したことが原因の 1つ と考えられる。

(15)鉛 (Pb)(表 312-23及 び図 31-215)

Pbは 、 1地 点を除いて 7月 から8月 の夏季に最小値を示 したが、最大値

については地点間の共通点はなかった。また、Pbは 一般局と自排局とで顕

著な濃度差はみられなかった。
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3-1-3 イ オン成分

SPM中 のイオン成分の分析結果を測定地点ごとに表 3131か ら表

3138に 示 した。また、分析を行った 9成 分のうち 6成 分について、濃度

の経月変化を表 3139か ら表 313-14及 び図 3卜 31か ら図 3136に

示 した。さらに、アニオンとカチオンのイオンバランスについて、表 31315

及び図 3137に 示 した。

以下に、6成 分についての結果を述べる。

(1)塩 化物イオン (CI~)(表 313-9及 び図 3131)

Clは 、春季、夏季よりも秋季、冬季が高い値を示す傾向がみられ、 1地

点を除いて 7月 から8月 の夏季に最小値を、1月 から2月 の冬季に最大値を

示 した。また、Clは 一般局と自排局とで顕著な濃度差はみられなかった。

(2)硝 酸イオン (N03~)(表 31310及 び図 3卜 32)

N03は ヽCrと ほぼ類似 した傾向がみられ、全地点において 7月 から8月

の夏季に最小値を、2月 の冬季に最大値を示 した。また、N03は ~般
局と自

排局とで顕著な濃度差はみられなかった。

(3)硫 酸イオン (S042-)(表 313H及 び図 3卜 33)

S042は 、概ね H月 に最小値を示 し、半数の地点において 9月 に最大値を

示 した。S042は 前述の Cl及 び N03と は異なり、春季及び夏季にも高い値

を示す傾向がみられた。また、S042は _般 局と自排局とで平均値に 12倍

の濃度差がみられた。

(4)ナ トリウムイオン (Na+)(表 31312及 び図 3134)

Na卜は、半数の地点において 8月 に最小値を、概ね 2月 に最大値を示 した。

また、9月 にも全地点において高い値を示 した。なお、Na+は一般局と自排

局とで平均値に 12倍 の濃度差がみられた。

(5)ア ンモニウムイオン (NL+)(表 3卜 313及 び図 3135)

NH4+は 概ヽね 10月、H月 に最小値を示 し、2月 に最大値を示 した。また、

NH4+は~般 局と自排局とで顕著な濃度差はみられなかった。

(6)カ ルシウムイオン (Ca2+)(表 31314及 び図 3136)

ca2+は概ね 7月 、8月 に最小値を、1地 点を除いて 3月 に最大値を示 した。

また、2月 にも全地点において高い値となった。なお、Ca2+は_般 局と自排

局とで顕著な濃度差はみられなかった。

(7)イ オンバランス (表3卜 315及 び図 3卜 37)

アニオン (4成分)当 量濃度に対するカチオン (5成分)の 当量濃度の比

を表 3-1315及 び図 3137に 示 した。その結果、地点間の相違は少なか

った。、また、年度平均でみると、アニオンの比率が、わずかに大きくなっ

た。



（雌‘拒暇く）畔蝦おｅｅｅ怪ハヽヽｅ■菫∝∽　∞３■３猟

。製‘熙掏ミ一Ｓ型饉Ｆ“Ｒ世０いＯｏζ′壼ｅヨＲＣ廻Ｆ絆Ｑ興

（慶郎糧く杯）畔鯉Ｌｅｅ豪侵ハヽヽｓ〓〓ユ∽　Ｎおよあ憮

。■‘鴫掏ミ一ｅ型壼Ｆ劇似●ＯｒＣЪζ壼ｃヨ蛛ｅ廻ｒ絆Ｑ興

。型‘眠掏Ｒ一Ｃ廻壼■颯債●“ｒｅЪ′ヽ坐ｃヨ漱ｃ型ｒ眸Ｑ興

（―ヽハ翠暉撃罫懸撻壼Ｋ）畔鯉奪ｅｅ彼怪ハヽヽｅ■，α∽　一あ■３誦



．製‘熙やヽｅ̈型堅ｒ“Ｒ壼“嗜ｓЪ‘ヽ壼Ｓ■漱Ｃ廻ｒ叶Ｑ“

ＯｚＣ■Ｒ●

（―もハや黙胡肺“に博恒）畔螺事彼ｅ∝怪ハヽヽｅ〓，α∽　０あ上あ踊

。型‘眠やミ一ｅ廻ｇＦ劇製●０いＯЪζ′壼Ｓヨ蹴ｅ廻ｒ絆Ｑ興

（拠郎Ｆ糞田側）畔鯉おｅＣｅ怪ハヽヽｅ■〓Ｌ∽　，あ〓あＲ



。製‘ｒ掏ミ一ｅ撃饉ｒ劇艘●０嗜ｃヽＯζヽ奎Ｓヨ●Ｃ撃コ庁Ｑ興

（―●ハや畑郷川紅塔階糧睡Ｋ嵌）畔輩およｅｅ侵ハ終ヽｅ書，α∽　∞あ上あ誦

。型‘照掏ミ一ｅ埋饉卜劇艘饉“嗜ＣЪｚヽ饉Ｓ■はｅ撃軍けＱ興

）瞑業鷹自Ｆ囀艘●●ｒｅ■騨↑

（∽ｍΣミーユ中択）畔鯉ＬｅＳぶ怪ハヽヽｅ書菫α∽　卜あユあ騨

。世‘眠”ミ一Ｓ理饉ｒ劇艘世“嗜ｓ●ζヽ壼Ｓヨ嶽Ｓ綱ｒ眸£興

（慶鄭恒緊担）畔輩奪ｅＳｅ侵ハ失ヽｓＩ〓ａ∽　０あ↓あ誦



―ヽハ■畑郷胡躍螂僣に騒ＫＨｌ●―

∽∞ΣミーユＰＲＩロー

胚ｇに藤極―●―

―ヽヽや螂鎮距ぐＦ博担―＊―

慶堅に薫饉ロー＊―

卜ＯＦ艘く―中―

腟謳にＫドー中―

―もヽや群準塔僣燦饉Ｋ１０１

翠燎Щ型Ｃ撻璃ハヽヽ§翠岬Ｃ■Σα∽　一占ユ∴図

Щ畑冊

哄ｏ　　吹Ｎ　　瞑´　瞑Ｎ”　Щ〓　瞑９　瞑０　　哄∞　　哄卜　　瞑り　　ЩＯ　　Ｌや

,
N
 
O
∞

0
マ

N
0

(
O
Ш /

3
″
)
コ
桜

く
半
′
聯

η
,
歌

1
埋コ眸

０〇一

ＮＮ０

Ｃヽ０

埋‘畷

Ｎ●０

ＮＯＯ

一〇〇

０００

へ０
ＮＯ

埋Ｋ畷

卜∞０

Ｎい０

Ｎ００

卜ＣＯ

わりF

廿〓日＋

嘔０

卜●●

ＮＮ０

０一〇

∝ＣＣ

嘔Ｎ

卜∝０

０い０

Ｎ００

卜ＣＣ

晨ぼ

嘔一

０卜０

Ｎ崎０

ＯＮ０

Ｃ●Ｃ

■０¨日＋

Ｎ一

一〇〇

０００

一ヾ０

ＯＮ

瞑一一

∞０＾

凛
ＯＮ●

∞００

じ●０

一〇F

瞑０一

０一
∞００

へＣＣ

０００

∞００

卜●０

´ＯＣ

一一〇

卜●０

工Q I Ｎ００

一〇〇

Ｎ０
ＣＯＣ

Ｏ〇一

０００

Ｎ００

０００

へ００

Ｎ●０

０００
一〇

|

民
|1
8
り００

へＣＯ

崎０●

菫υｏ

Ц
０一〇

Ｎ一〇

じ●０

∞一一

∞００

¨¨０

∝へ０

りＮ０

一国０

|

學口＋

畔欄おｅｅハ終ヽ奉翠蒻Ｓ〓〓α∽　ｏ３■あ硝



―ヽハや櫂瑯期ほ瑯麟モ騒Ｋ條１●―

∽口Σミーエ中Ｒｌ０１

腟‘Ｆ繁極―●―

―もヽや椰鍋距ぐにに拒―＊―

卜軽に薫口個―＊―

卜‘に艘く―――

慶瘍ＥＫ腐―中―

―もヽや瞬準塔質燦壼К１０１

ギ燎Щ準Ｃ回猥ハヽヽ組晋Ｃ■〓α∽　Ｎあ↓あ図

吹畑麗

瞑Ｏ　ЩＮ　吹一　瞑，　瞑二　瞑９　瞑０　瞑∞　瞑卜　瞑０　嗅０瞑マ

(CW/8″
)コ

黎
く
率
′
輌
祗

畔岬螂ｅｓハヽヽ饉醒ｅ〓〓α∽　●Ｔｅ■占輝



―ヽハギ樹郷期に螂世槽騒Ｋ嵌―●１一

一　　　　　　　∽ｍΣミＩＬ中ミーロー一

・　　　　　　　　腟軽に緊使―●‥

―ヽヽや邸鶴帥ぐ据陣担―＊―・

さＬに筆日側―＊―

卜ｇに製く―中―¨

腟“侶Ｋドー中―

―もヽや騨攣瑯麟燦堅Ｋ１０１・

|
~

~
~

~
 

~

|

翠黒Щ型Ｃ赳襲ハヽヽ翻Ｓｅ■ΣＬ∽　∞∴ユ占国

Щ制羅

嘔０　吹Ｎ　駅一　Щ留　哄〓　ЩＯ一　嘔０　哄∞　哄卜　哄Ｏ　　ЩＯ　Щ寸

0
9
9
9
9
9
9(
C
Ш /

'
″
)
コ
熙

く
宰
′
鞭

戦

製聟絆

トマ
Ｃｒ

０り

墾[
∞製

０一

ヽＣ

∝“

〓‐‐ｐｐｌ」

０匈

守め

１１１一■０一

塑く畔一ＦＬ階トトＦＨ円

――

００一一

わトＮｂ
へＣ

Ｆ‐‐‐絆ＰＩ，一ＦＩいい，，‐
‥

５∞”０

００
Ｃヽ

―横窓―」

００

+工|1
3 Ｎ０

∞０

Ｎヽ
００

∞め

＝，昼＋

エ
０マ

Ｎマ
寸ヾ

０寸
奏

ヾヾ

エ
ヾ０

∞¨

寸０
∞０

００

■●
|?

Ｎ●

¨０
卜０

一∞
００

∞∞
∞∞

０」

∞寸
０ヾ

19
００

一　〇

い崎

Щト

卜ヽ
０ヽ

卜ヽ

●一
００

一ｎ
∞６

やｎ

嘔０

０一

００
Ｎト

Ｎド

，ゆ

Щり

０　｝

０∞
Ｎ０

瞑ヾ

ヾヾ
一寸

一一
ｍｍ

一崎

―でハヽ
にセ帽鷲田¨

１０ハや蹂距帥ぐ』

¢∝Ｓ一３〒１２Ｌ〓

―ヽハや椰蝉期踵毀間に当Кぼ

（嘔Ｉ畷醤聖議―

＾嘔陪踊КＲヨ糠１一

回口丼

』饉К

」陣陣
斗

）四軍眸

畔岬事ｏｅハ■ヽ閣諄Ｓ書〓Ｌ∽　一ＴＴＴ∞騰



ｏｍΣＯ，―，中ベーロ

腟郎侶躇担―●―

―も、や螂鶴帥ぐ侶に値―＊―

卜さ槽筆日興―＊―

腟‘侶艘く―中―

楼傷にＫ篠―中―

―ヽヽＰ騨準瑯麟撻饉Ｋ１０１

翠枢Щ型ｅ撻興ハヽヽく０■ヽ卜Ｃ■〓軋∽　寸∴ユ∴図

熙畑羅

Щ∞　　哄Ｎ　　哄一　Щ留　Щ二　暉０一　駅Ｏ　　Щ∞　哄卜　　Щり　哄ゆ　Щ●

(CШ /8″
)コ

灘
4半

′
V4nl子

畔岬暮ｅｓハヽヽくいいエトｅ■〓α∽　ＮＴＴＴ一騨



|
―もヽや畑郷期振瑯麟催騒Ｋ嵌―●Ｉ

∽●２ミー■ＰＲＩロー

楼‘Ｆ緊極―●―

―ヽハツ邸圏帥ぐにに拒―＊―

海瘍に雄口佃―＊―

腟‘Ｆ製く―中―

腟堅儡Ｋ椰―中―

―もヽや騨攣塔麟Ｌ騒К１０１

翠枢Щ準Ｃ拠興ハヽヽく０１１中ハトｅ■〓Ｌ∽　い‐ΥＴ∞国

Щ細冊

瞑ｏ　　哄Ｎ　Щ一　Щヽ一　Щ〓　瞑０一　哄０　　駅∞　　嘔卜　　哄０　　駅り　Щ，

0
0
0
●

0

(
O
Щ /

'
″
)
コ
深

く
宰
夕
▼

4
■

■
く
∠

型Ｆ辟

０　一

理‘畷

一卜０

０卜０

わ∞０

卜０

廻Ｋ哨

ヘヘ

ＯＮ
ＯＮ

”製

一製

＝〓日＋

工Ｄ

に　一

工Ｎ

ヘヘ
０「

０ヘ
ぼ

工¨

∝　一

０　一

０　一

‐―
暉Ｎ二　　『〓
‐

一一　一　一彙蒸

０卜０

へ　一
К

ヽト
０一〇

０一

Ｎ∞０

∞い０

０（
卜∞０

―引「「∃劉―「測「コー剛「「調司∃

０一

一”
一Ｎ

ＯＮ

わ　一

●一

マ一

ＯＮ
ＯＮ

Ｃヘ

∞¨

ＮＮ

Ｎ　一

べ一ヘ
一ヘ

〇一

一一

０　一

ヽ一

●¨

ｎ　一

さや椙暑純

¢ｒＳ一Ｄｉｌユμ■

―いヽや０爆ｕ燿晋鳴に選К凛

´■鵬層殺出議―ヽ愕螢眸

（嘔■瞑КＲヨ障掛編回

聖口＋

畔岬お傘ｅハ終ヽく０＝中ハＸＳ書〓Ｌ∽　●ＴＴＴ一弾



―ヽヽや細郷期に螂僣に饉Ｋ低―●―

の０コミＩＬＰミーロ　ー

に蝉槽緊極―●―

―ヽヽや継鍋距ぐ，，拒―＊―

腟‘権■田ロー＊―

腟αに製く１ｌｒ‐

卜‘侶Ｋ将―占Ｔ！

―もヽや騨撃罫僣撻墜ＫＩ●―

翠黙熙準ｅ赳興ハヽヽく０ハミＲｅ■〓Ｌ∽　一あユ占図

哄椰扁

ЩＯ　哄Ｎ　哄一　瞑Ｎ一　Щ二　暉０一　瞑０　　瞑∞　　Щ卜　　嘔０　駅ゆ　　嘔マ

(OШ ガ
″
)コ

撃
く
辛
′
▼
444′

“

畔絆おｅｅハヽヽく０ハミ択ｅ■〓ユ∽　や一あ！島Ⅲ



―●ハツ畑郷胡燎盤鑽僣騒К嵌―●―一

ｏＯ，ミーエ中ＲＩロー一

腟駆Ｆ緊値―●―一

―ヽハツ邸出伸ぐ橿陣値―↓↑■

権部に薫田側―＊―一

拠鄭撻艘く―＋―一

楼部櫻ＫⅨＩ中―一

１もヽや軍撃罫麟燦ＬКＩムＴＩ

翠楓Щ聖ｅЦ興咄¶ハヽ１ １卜＼撻興嘲珊ハヽ卜ＲＣ■〓Ｌ∽　卜‐ＴＴ∞図

Щ畑羅

Щ９　熙Ｏ　　Щ∞

コ
ユ

喜
〒
く
半
=∠

/コ
警

喜
黒
く
半

喜

掛裁Ｓ切鵬嘲調Ｓ測ハヽ＝卜却ハヽ卜択ｅ■ニユ∽　ｎＴ∞！∞Ⅲ



3-1-4 炭 素成分

SPM中の炭素成分の分析結果を測定地点ごとに表 3141か ら表 3148

に示 した。また、全炭素及び元素状炭素について、濃度の経月変化をそれ

ぞれ、表 3149と 図 3卜 41及 び表 31310と 図 3142に 示 した。ま

た、全炭素に占める元素状炭素の割合を表 314Hに 、SPM中に占める全

炭素の割合を表 31412に 示 した。

以下に、その結果を述べる。

(1)全 炭素 (T―C)(表 3149及 び図 3141)

TCは 、一般局に比べて自排局の方が明らかに高い値を示 した。平均値で

は、19倍 の差がみられた。また、夏季よりも秋 ・冬季の方が若干高い傾向

がみられた。

(2)元 素状炭素 (E―C)(表 31410及 び図 3142)

ECは 、一般局に比べて自排局の方が明らかに高い値を示 した。また、こ

の傾向は TCの 場合よりも大きく、平均値では、22倍 の差がみられた。

(3)1-Cに 占める E―Cの 割合 (表314H)

TCに 占める ECの 割合は、平均値で比較すると、一般局で 53%、 自排

局で 61%と 、自排局の方が高い傾向がみられた。

(4)SPM中 に占めるT―Cの 割合 (表31412)

SPM中に占めるTCの 割合は、平均値で比較すると、一般局で 26%、 自

排局で 34%と 、自排局の方が高い傾向がみられた。
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3-1-5 多 環芳香族炭化水素類 (PAHs)

SPM中の多環芳香族炭化水素類の分析結果を測定地点ごとに表 3151か

ら表 3-卜5-8に 示 した。また、多環芳香族炭化水素類 (4化合物)を 合計 し

た濃度の経月変化を、表 3159及 び図 3151に 示 した。

多環芳香族炭化水素類は、4月 から9月 にかけて低 く、10月 から3月 に

かけて高い濃度となった。 自排局のカモ ドールMBSと 東大阪市環境衛生

検査センターとで比較的高い値を示 したが、同 じ自排局の高槻市役所では、
一般局と顕著な濃度差はみられなかった。
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3-1-6 平 成 14年度との比較

各地点における SPM濃 度及び SPM中 の金属類、イオン成分、炭素成分及び多

環芳香族炭化水素類の年度平均値を表 3-161に 、一般局及び自排局ごとの年

度平均値について、平成 14年 度と比較 した結果を、表 3162、 図 316-1、

図 31-62及 び図 31-63に 示 した。            .

以下に、各項 目に関する考察結果を述べる。

(1)SPM濃 度

SPM濃度について、年度平均値を平成

「14年度比」と記す。)で 比較すると、

い値であった。なお、平成 14年度には、H月 に季節はずれの黄砂により仝地点

において高濃度が検出された。

また、一般局の年度平均値に対する自排局の年度平均値の比 (自排局/一 般

局 :以下、「局比」と記す。)は 、平成 14年度 12、 平成 15年度 13で あり、一

般局と比較 して自排局の方が、年度平均値で 2～3割 高い値となった。

(2)金 属類

SPM中 の金属類について、14年 度比が低い値 (約 09以 下)と なった項 目

は、一般局における Al、Ti、 Cr、Mn、Fe、Ag、自排局における Al、Ti、 Cr、

M■、Fe、Ni、Pbで あった。

特に Agは 、一般局において 14年度比が 024、 自排局においては 012と 、

全地点において平成 15年度の平均値が平成 14年度よりも低い値であった。

また、14年 度比が高い値 (約 11以 上)と なった項 目は、一般局における

As、自排局における As,Seであった。特に Asに ついては、一般局における 14

年度比が 138と 、平成 14年 度と比較 して高い値となった。 しかし、極端に

高い項 目はなかった。
一方、局比については Agを 除いて、平成 14年度 と平成 15年度とでほぼ一

定であったことから、局比は各金属類の年度間変動には依存 しないものと考

えられる。

なお、Cu及 び Sbは、局比が両年度とも 18程 度 (一般局よりも自排局で約

8割 高濃度)で あることと、これ らの金属は、自動車のブ レーキシューの素材

として用いられていることから、金属類のうち Cu及 び Sbは 、自排局の指標

成分と考えられる。

14年度に対する平成 15年度の比(以下、
一般局 082及 び自排局 089で あり、低



(3)イ オン成分

SPM中のイオン成分のうち、Clに ついては、14年度比が一般局で 073、 自

排局で 076と 低い値を示 した。N03も 同様の傾向が見られた。

その他の項 目については、ほぼ 098～ 117の 範囲にあり、平成 14年 度の

平均値と平成 15年度の平均値とではあまり変化がみられなかった。

局比は、10～ 12の 範囲であった。なお、イオン成分については局比で特

異的な項 目もなく、自排局の指標成分にはなりえないと考えられる。

(4)炭 素成分

SPM中 の炭素成分については、14年度比は 095～ 118で あり、平成 14年

度の平均値と平成 15年度の平均値はほぼ一定であった。

局比は、全炭素で 19、 元素状炭素で 22で あった。

なお、元素状炭素は局比が大きく、また、ディーゼル排気粒子の主要成分

であることから、自排局の指標成分と考えられる。

(5)多 環芳香族炭化水素類

SPM中 の多環芳香族炭化水素類については、14年度比が一般局で 089、 自

排局で 108で あった。
一方、局比については、約 15で あった。
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3-2 PMの 粒径別濃度及び PM中の粒径別成分分析結果

3-2-l P‖ 濃度

大阪府環境情報センター及び東大阪市環境衛生検査センターにおいて、

Anに より採取したPMの粒径別測定結果を表 3211か ら表 3212及 び

図 3211か ら図321-3に 示した。

PMの粒径分布は、昨年度と同様、約 2μmを境とする二山型を示した。4

月は、大阪府環境情報センター及び東大阪市環境衛生検査センターとも、

粗大粒子 (粒径が 2 1μm以上)の 濃度が微小粒子 (粒径が 2 1μm未満)

の濃度より上回ったが、これは黄砂の影響によるものと考えられる。また、

大阪府環境情報センター及び東大阪市環境衛生検査センターの7月、10月、

1月のPM濃度は、微小粒子の方が粗大粒子よりも高濃度であった。



（―ヽハや細饉期起瑯蟹に堅Ｋ嵌）畔輩製瞑晨即早ｅΣα　Ｎユよ占Ｒ

（―もハや騨撃螂議燦騒＜）畔輩似戻晨Ｕ早ｅΣＬ　，ユよ占騨
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3-2-2 金 属類

PM中の金属類の粒径別分析結果を表 3221(1)か ら表 3222(4)に 示 し

た。また、分析を行った 50元素のうち 15元素について、粒径分布及び濃

度を図 3221(1)か ら図 32215(3)に 示 した。

以下に 15元素についての結果を述べる。

(1)ア ルミニウム (Al)(図 3221(1)か ら図 32-2-1(3))

Alは 、1月 に粗大粒子側に大きな 2つ のピークを持つ粒径分布がみられ

たが、他の時期においては、ほぼ粗大粒子側に偏 った粒径分布を示 した。

(2)チ タン (Ti)(図 3222(1)か ら図 3-222(3))

Tiは 、粗大粒子側に偏 った粒径分布を示 した。特に 1月 には、粗大粒子

側に大きなピークがみられた。

(3)バ ナジウム (V)(図 3223(1)か ら図 3-223(3))

Vは 、1月 に粗大粒子側に大きなピークがみられたが、他の時期において

は、微小粒子側に偏った粒径分布を示 した。

(4)ク ロム (Cr)(図 3224(1)か ら図 3224(3))

Crは 、10月 に東大阪市環境衛生検査センターで微小粒子側に高い値が得

られたが、他の時期においては、両地点とも粗大粒子側に偏 った粒径分布

を示 した。

(5)マ ンガン (Mn)(図 3225(1)か ら図 3225(3))

Mnは 、1月 に粗大粒子側に大きなピークを持つ粒径分布がみられたが、

他の時期においては、緩やかな二山型の粒径分布を示 した。

(6)豊 t(Fe)(図 32-26(1)か ら図 322-6(3))

Feは 、粗大粒子側に偏った粒径分布を示 した。特に 1月 には、粗大粒子

側に大きなピークを持つ粒径分布がみられた。

(7)ニ ッケリレ(Nl)(図 3-2-2-7(1)か ら図 3-2-2-7(3))

Niは 、平均値で見ると微小粒子側及び粗大粒子側にピークを持つ二山型

の粒径分布を示 した。

(8)銅 (Cu)(図 32-2-8(1)か ら図 3228(3))

Cuは 、全体的に粗大粒子側に偏った粒径分布を示 した。

(9)亜 鉛 (Zn)(図 322-9(1)か ら図 3229(3))

Znは 、微小粒子側に偏った粒径分布を示 し、平均値で見ると、ほぼ緩や

か́な二山型の粒径分布を示 した。

(10)ヒ 素 (As)(図 3-22-10(1)か ら図 32210(3))

Asは 、10月 に大阪府環境情報センターにおいて、微小粒子側に大きいピ

ークがみられた。



(11)セ レン (Se)(図 32-211(1)か ら図3-2211(3))

Seは 、微小粒子側に偏った粒径分布を示した。

(12)銀 (Ag)(図 3-2-212(1)か ら図3-2212(3))

Agは 、両地点で 10月に粗大粒子側に大きいピークがみられた。

(13)カ ドミウム (Cd)(図 32213(1)か ら図32-2-13(3))

Cdは 、微小粒子側に偏った粒径分布を示した。

(14)ア ンチモン (Sb)(図 32214(1)か ら図32-214(3))

Sbは、1月 に東大阪市環境衛生検査センターにおいて、粗大粒子側に大

きなピークがみられたが、全体的には、両地点ともほぼ二山型の粒径分布

を示した。

(15)鉛 (Pb)(図 3-2-215(1)か ら図3-2215(3))

Pbは 、10月 に大阪府環境情報センターで微小粒子側に大きなピークがみ

られ、また7月 に東大阪市環境衛生検査センターで粗大粒子側に大きなピ

ークがみられた。

(16)金 属類の粒径分布の総括

上記の結果をまとめると、次のような粒径分布になった。

○微小粒子に偏り iV、Se及 びCd

なお一般的に、微小粒子側にあるものは、主として人為的発生源 (燃

焼過程からの一次粒子、ガス状物質からの二次生成粒子、再凝結粒子

等)に 由来するものと考えられている。

○粗大粒子に偏り:Al、Ti、Cr、Fe及 び Cu

なお一般的に、粗大粒子側にあるものは、主として自然的発生源 (土

壌、海塩等の巻き上げ、黄砂等)に 由来するものと考えられている。

○二山型 :Mn、 Ni及 び Sb

なお、二山型を示すものは、自然的及び人為的な発生源に複合的に

由来するものと考えられる。
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3-2,3 イ オン成分

PM中 のイオン成分の粒径別分析結果を表 3231(1)か ら表 32-32(4)

に示 した。また、分析を行った 9成 分のうち 6成 分について、粒径分布及

び濃度を図 3231(1)か ら図 3236(3)に 示 した。

以下に 6成 分についての結果を述べる。

(1)塩 化物イオン (Ci「)(図 32-3-1(1)か ら図 3231(3))

Clは 、1月 に二山型の粒径分布がみられたが、他の時期においては、粗

大粒子側に偏 った粒径分布を示 した。

(2)硝 酸イォン (N03~)(図 3232(1)か ら図 32-32(3))

N03~は ｀ 7月 に粗大粒子側に偏 った粒径分布がみられたが、平均値で、

二山型の粒径分布を示 した。             ■

(3)硫 酸イオン (S042)(図 32-33(1)か ら図 3-2-33(3))

S042は 、微小粒子側に大きく偏った粒径分布を示 した。

(4)ナ トリウムイオン (Na・)(図 3234(1)か ら図 3234(3))

Na+は 、粗大粒子側に偏 った粒径分布を示 した。

(5)ア ンモニウムイオン (NH4+)(図323‐5(1)から図

N14・は｀微小粒子側に大きく偏った粒径分布を示した:

3=2-3-5(3))

(6)カ ルシウムイオン (Ca2+)(図 323-6(1)か ら図 3■2‐3・6(3))

ca2+は、粗大粒子側に偏 った粒径分布を示 した。

(7)イ オン成分の粒径分布の総括            |

上記の結果を簡単にまとめると、次のようになる。

○微小粒子に偏り:S042及びNH4+

○粗大粒子に偏りi Cl、Na+及びCa2+

○二山型 :N03~
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3-2-4 炭 素成分

PM中 の炭素成分の粒径別分析結果を表 3241及 び表 3242に 示 した。

また、全炭素及び元素状炭素について、粒径分布及び濃度を図 3241(1)

から図 32-42(3)に 示 した。

以下に結果を述べる。

(1)全 炭素 (T―C)(図 3241(1)か ら図 3241(3))

T―Cは 、平成 14年度と同様、若干、微小粒子側に偏 りがみられるものの

緩やかな二山型の粒径分布を示 した。

(2)元 素状炭素 (E―C)(図 3-2-4-2(1)から図 3242(3))

ECは 、粗大粒子側に小さいピークがみられるものの、微小粒子側により

偏 った大きいピークを持つ粒径分布を示 した。なお、これは平成 14年度と

同様の分布であった。

このことから、E―Cは 、自動車排ガス等の人為的発生源による寄与が大き

いものと考えられる。
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3-2-5 多 環芳香族炭化水素類 (PAHs)

PM中 の多環芳香族炭化水素類の粒径別分析結果を表 3251及 び表

3252に 示 した。また、多環芳香族炭化水素類 (4化合物)の 合計につい

て、粒径分布及び濃度を図 3-2-5-1から図 3253に 示 した。

多環芳香族炭化水素類の粒径分布は、平成 14年度 と同様、ほぼ微小粒子

側に偏 りを示 した。
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図3-2-5 - l  P M中の多環芳香族炭化水素類の粒径分布
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4 まとめ

平成 15年度に実施 した 「浮遊粒子状物質調査」において得 られた知見につ

いて、以下にまとめた。

(SPM濃度及び SPM中成分濃度)

O SPMは 、概 して、夏季は低 く、冬季と春季に高いという結果が得 られた。

O SPMは 一般局に比べて自排局の方が高い値を示す傾向がみられた。

O SPM中 の金属類で一般局と自排局とで差があったのは、Ti、Fe、Cu及 び

Sbで tい ずれも自排局の方が高い値を示 した。

O SPM中 の炭素成分は、一般局に比べて自排局の方が高い値を示す傾向がみ

られ、中でもECで その傾向が顕著であった。

O SPM濃 度及び SPM中成分濃度について、平成 14年度平均値と比較 したと

ころ、SPM中の炭素成分はほぼ横這いであった。平成 14年度と比較 して低

い値となった項 目は、SPM濃度、SPM中の Cr及 び N03｀~般 局におけるAl、

Ti、Cr、Mn、Fe、 Ag及 び PAH s、自排局における Al、Ti、Cr、Mn、Fe、

Ni及 び Pbで あった。また、高い値 となった項 目は、二般局における As、

自排局における As及 び Seで あった。

O SPM中 の各成分について、一般局での年度平均値に対する自排局での年度

平均値の比 (局比)を 算出 したところ、概ね全ての項 目で、平成 14年度と

平成 15年度とで大きな差がないことがわかった。

O SPM中 の各成分について、平成 14年度及び平成 15年度のいずれにおいて

も局比が著 しく大きい値であった項 目は、Cu、Sb(い ずれも自動車のブレ

ーキシューの素材として用いられている)、及び元素状炭素 (ディーゼル排

気粒子の主要成分)で あり、これらは自排局の指標成分と考えられる。

(PM及び PM中 成分の粒径分布)

O PMの 粒径分布は、約 2μmを 境とする二山型の分布を示 した。

O PM中 の金属類の粒径分布は、V、Se及 び Cdが 微小粒子側に偏 った分布を

示 し、Al、Ti、Cr、Fe及 び Cuが 粗大粒子側に偏 った分布を示 した。また、

Mn、Ni及 び Sbが二山型の分布を示 した。

O PM中 のイオン成分の粒径分布は、S042及 び NH4+が微小粒子側に偏 った分

布、Cl、 Na+及び Ca2+が粗大粒子側に偏 った分布、N03~が二山型を示 した。

O PM中 の TCの 粒径分布は、若千、微小粒子側に偏 った二山型を示 し、EC

の粒径分布は、ほぼ微小粒子側に偏 りを示 した。

O PM中 の PAI sの粒径分布は、微小粒子側に偏 りを示 した。
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参 考 資 料

浮遊粒子状物質 (SPM)

大気中に浮遊する粒子状物質であって、その粒径が 10μm(lmmの 100分の 1)

以下のものをいう。

ローボリウムエアサンプラー

分粒装置としてサイクロンを取り付けたエアサンプラーで、吸引流量が 30L/

分以下のものをいう。今回の調査では20L/分で使用し、粒径が 10μ m以下の浮

遊粒子状物質を対象に試料採取を行った。

アンダーセンサンプラー

大気中における粒子状物質を粒径別に採取するカスケー ドインパクター方式

の商品名である。今回の調査では、0 4μmか らH μm以上の粒径範囲に8段階

のステージを設定しており、0 4μm未満の粒子はバックアップフイルターによ

り捕集されるようになっている。

なお、各ステージにおける粒径は、人体の呼吸システムにおける粒子状物質の

沈着部位に対応しており、粒子状物質の各呼吸器官への沈着度を予測すること

が可能であるとされている。

第 0餓

第 1 臓

第 2 ■

第 3 '

■ 4 庶

第 5 縦

第 6 段

第7段

バックアップ

フィルター

040-015ミ クロン肺胞
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